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■ ２０１２年９月アルコール関連学会（札幌）に参加して（その２） 
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日本アルコール関連問題学会は、依存や嗜癖の問題に取り組む職業人の学会です。年に一回全国規模の大会を行っており、今年は９

月７日(金)と８日(土)に札幌コンベンションセンターで３学会合同で開催されました。日本のＡＡは、アルコール問題に取り組む専門家や援

助職の方々への広報活動の一環で一般会員として加わっています。 
B 類常任理事ＪＳＯ担当 中山 
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昨年まで、この大会へはＪＳＯ所長、あるいは担当理事が一般参

加するだけだったのですが、今年からはもっとＡＡのことをアピール

できる積極的な活動を行おうじゃないか、という話になり、ポスターセ

ッションという小さな発表の場ではありますが、そこへ応募したのが５

月のことでした。 
発表の内容は、ＪＳＯ所長代行増田氏の発案で、日本の白地図に

ＡＡグループの所在地をプロットしていくことでＡＡの地理的な分布

を視覚的に表現しました。これによって、日本の中でＡＡが多く存在

しているところや、逆に少ないところが直感的に把握できます。さら

に、中間施設やアルコール専門病院も加えることで、関係機関との

地理的な連携の方向付けを把握する意図もありました。また地図上

に表現できなかった情報として、都市別の人口やアルコール専門病

院へＡＡがメッセージに行っている割合などを表にしたものを資料と

して準備しました。 
７月末にポスターセッションに採用されたと連絡があったときは、

ほっと胸をなで下ろしました。ポスターは JSO にてメンバーの協力を

得ながら制作されました。今回の大会は札幌で行われたため、準備

には早い段階から北海道セントラルオフィス（HCO）の協力をいただ

きました。また、会場での出版物販売には HCO のボランティア委員

会の皆さんに熱意溢れる協力をいただきました。頭の下がる思いで

す。 
私が９月７日の金曜日に会場入りした際には、すでに前日より札

幌入りしていた増田氏やボランティアの方々によってポスターが掲

示され、書籍販売の準備が整っていました。ポスター発表の時間以

外は他のプログラムが進行中のため、ポスターの前を訪れる人は少

ないのですが、増田氏と私が交代でポスターの前に立ち、お声をか

けて説明し、質問に答え、ＡＡの資料を入れた封筒をお渡しすること

を続けました。皆さん、日頃からアルコール依存症者に接して苦労

されている方々だけに、ＡＡに少なからぬ関心をお持ちの様子でし

た。ポスターについてもバラバラな統計資料をひとつにまとめ、ビジ

ュアルに表現したことに「分かりやすい」とのお言葉をいただきまし

た。 
もちろん、活動に際してはＡＡの「個人よりも原理を」という原則に

ご理解をいただいて、団体名のみの登録、個人名を伏せた発表や

ご説明をお許しくださっていることを申し添えておきます。 

大会では、専門家による講演やシンポジウムがたくさん行われま

した。その内容については、現在、A 類常任理事を務めていただい

ている金杉和夫先生がニューズレター１５６号にご投稿いただいて

いますのでどうぞご一読ください。 
金曜の午後には「アディクションの心理療法」と題したシンポジウ

ムが開かれました。座長は大河原昌夫先生、シンポジストのお一人

は田辺等先生、どちらも以前に A 類常任理事を務めて頂いた方々

です。先生方の計らいで、シンポジウム会場入り口でＡＡの資料封

筒を参加者にお渡しすることをお許し頂き、２００部ほど配布すること

ができました。シンポジウムの内容も興味深いもので、１２ステップ共

同体に対する深い造詣（ぞうけい）に基づいた田辺先生の発表には

感激しました。 
土曜午前のポスター発表は、参加者が数十のポスターに分散す

るために、私たちのポスターの前に集まって下さったのは２０人弱と

少々淋しかったのですが、与えられた１５分間で発表と活発な質疑

応答がされました。発表そのものの注目度は低かったのですが、大

会期間中にポスターを見に来て下さった方々や前述のシンポジウム

参加者にＡＡの存在を十分アピールできたと考えております。また、

書籍の販売も思ったより順調で、約５万１千円の売り上げでした。 
全般を通した印象として、専門家援助職の方々も、さすがにアル

コール関連問題学会の大会に参加される方々だけあって、ＡＡの名

前はほとんどの方がご存じでした。こうした知名度の高さは、いまま

でメンバーが行った広報活動の積み重ねによるものだと思います。

しかしながら、名前はご存じでも中身についてはあまりご存じでない、

というケースが多いように感じられました。 
これからはＡＡの存在そのものよりも、ＡＡの内容についての広報

に重点を移していくことが大切なのではないか。またＡＡについての

良質な情報を発信するために、私たち一人ひとりがもっとＡＡのこと

を学ぼうではないか。そんなことを考えた大会参加になりました。 
来年の大会は 7 月に岐阜で行われるそうです。来年も別のテー

マでのポスター発表や資料の配付を通じて、ＡＡの内容をより深く

伝えていきたいと願っています。皆様のご協力に感謝します。 
※大会で使用した地図、資料は JSO にありますのでご興味の

ある方は JSO までご連絡下さい。 
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■ 各地域より 
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第１回「西日本圏評議員と常任理事の集い」 
を終えて 

関西地域後期評議員代理 鎌谷 
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日時：２０１２年７月２８日 
場所：福岡市市民福祉プラザ（ふくふくプラザ） 

昨年は山口で中四国・九州沖縄地域の評議員が交流・意見交

換を行い、今年は関西の評議員も参加。初めて西日本圏の評議

員が揃う機会を持つことが出来た。年１回の評議会だけでは相

互のコミュニケーションが足りないとの意見も多く、まずはコ

ミュニケーションを目的に、気楽な雰囲気で進めていきたいと

思う。議事録（議長の開催挨拶）より。 
議事が始まり、第１７回評議会以降の各地域の活動、及び近

況、常任理事会への勧告事項の進捗、今後西日本圏で集まるこ

とについてが話し合われ、さらに出席者のサービスの経験など

が分かち合われた。以下、今回の集いで気になった点を紹介い

たします。 
●評議員の定数について 

評議員の選出は、どの地域においても前期評議員の立候補者

が少なく、各年 1 名、２名の評議員, 評議員代理を選出するの

に、困難な様子が伺われた。評議員定数については各地域の評

議員に意見集約をお願いしている。定数の検討はゼネラル・サ

ービスを考えることにも繋がるが、ゼネラル・サービス機構を

考える理事会委員会はまだ出来ていない。出来たら分科会議長

が集まる合同会議などでも話し合って欲しい。理事会委員会を

各議長にやってもらい、ゼネラル・サービスの全体を考えてい

って欲しい。「考えていくように」との勧告は「よりよいもの

に造り替えて欲しい」という要望と捉えている。地域割り・評

議員定数の再検討なども出てくると思う。また代議員も関係し

てくる。来年の評議会に結論を報告。と言うより、時間をかけ

て検討していくことが必要になると思う。 
●今後の「西日本圏評議員と常任理事の集い」について 
今回は明日の「ゼネラル・サービスと献金のワークショップ」

も予定されているが、今後もフォーラム的なイベントとからめ

て、サービスを手渡していく集いとなったら良いと思う。 
昨年から評議員と常任理事のコミュニケーション不足の問

題意識で合同会議が行われることになったが、西日本圏内でも

コンパクトな集まりを重ね、それを地域に返して行くことで、

評議員やゼネラル・サービスに興味を持つ仲間が増えて行くと

思う。 
 最後に、２月の年１回の評議会だけではなく、このように、

その勧告事項、決議等がどのように進展されているのかが、お

およそ確認できたことは、とても有意義だったと思います。 
 翌日の熊本での「全体サービスと献金のワークショップ」に

も、出席者のほぼ全員が参加し、有意義な時間を共有すること

ができ、良かったと思っています。 
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２０１２年ＡＡ中部北陸地域ラウンドアップ 

in 福井・三方湖を終えて 

実行委員会 おか 
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日時：2012 年 10 月 12 日～14 日 

場所：「福井県立 三方青年の家」 

テーマ：「 出会いと希望 」 ～いつもあなたの“みかた”です。～ 

2011 年秋の地域集会で「来年（2012 年）のラウンドアップを行う

か？どこで行うか？」という話し合いが、発言と沈黙を繰り返し熱く議

論された結果、2012 年の開催はできれば北陸・福井地区方面で

「地元メンバーの意向を考慮の上」とつけ加えられて、その年の実行

委員長へ実行委員会の立ち上げが委ねられた。 

年が明けて 2 度目の準備会で福井での開催そのものが白紙に

戻り、開催地探しから始めると同時に私は実行委員長となった。あら

ためて開催地を募った結果、やはり福井での開催が秋に決まっ

た。･･･ＡＡらしい？まずまず順調なすべり出しだったかな。 

開催地・日時が決まりラウンドアップの中身についての話合いの

中で多くの議論がなされた。例えば「ラウンドアップの中で外部講師

のセミナー・公演？を開催してはどうか？」や「地元関係者向けの広

報活動について」費用の算出と設定金額、催しについてなどなど。

テーマごとに分けても行き着くところ「そもそも、ラウンドアップとは何

か？」「サービスとはなんだろうか？」「なんのためにやるのか？」とな

る、これは実行委員会を開くごとに最後まで繰り返された･･･ 

中部北陸地域は６県６地区で構成されているが、地区が機能し

ているのは２地区だけという実状がある。定期的に他のグループとの

話合いをもてないグループにとって、ラウンドアップ実行委員会は新

鮮な刺激になって欲しいとの思いはあったけれど、結果どうだった

だろうか？参加していただいた全てのメンバー一人一人に聞いて回

りたい気分です。 

申込みが開始され１ヶ月経ち、申込み状況/７名、二ヶ月経ち/１

５名と愕然とする数字が続き「規模の修正を考える必要があるか？」

とまで考えたが、間際には予定人数に近い申込みがあり、心配され

た予算面も落ち着き、最後にはそれなりに献金もできました。なによ

り事故や怪我もなく終えることができ、参加していただいた方はもち

ろん、関わっていただいた全ての方、ありがとうございました！！実

行委員で参加していただいたメンバーのみなさん、お疲れ様でし

た！！ 

私自身、今回のラウンドアップでたくさんの気づきをもらい、中で

も一番感じたのは「私が飲まないで生きるために、もう一人のアルコ

ホーリックが必要」というシンプルな原理を、もう一度感じとることがで

きた気がします。いつも私と、あなたのために開かれるラウンドアップ

でありたいと思います。「出会いと希望」～いつもあなたの“みかた”

です。～ このテーマは、いまだに気に入ってます！ 

さて、先日 11 月の地域集会で当ラウンドアップの結果報告をし

「来年のラウンドアップはどうするか？」というテーマが出され、今年

も熱い議論が･･･。 
来年の中部北陸ラウンドアップをお楽しみに！♪ 
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ＪＳＯ３０周年記念企画イベントを振り返って 

ＡＡ常任理事会／企画委員会 八木 
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日時：２０１２年１０月１８日 

場所： 豊島区池袋 みらい館大明 

私は旧知のＳ女史に常任理事になった２０年来の友人、中村氏と

の電話をセッティングされ、祝辞と久しぶりに色々な話をして「サー

ビスの愚痴の聞き役や相談役程度ならするよ」と言った所、二人に

いつのまにか企画委員にされてしまった。また彼女は関東在住で経

験とＡＡセンスのあるＭ氏をも巻き込んできた。他にもＭ氏同様、元Ｊ

ＳＯスタッフのＮ氏をも参加し、いつしか企画委員会はサービス経験

豊かなメンバーが集まった委員会となった。そうして「ＪＳＯ３０周年記

念イベント」の開催準備が開始した。 

Ｎ氏には思惑があった。日本のＡＡは４０年も経とうと言うのにＡＡ

が出来た頃の経験、出来事やエピソードなどの記録をアーカイブと

して残していないことだった。ＡＡの始まり、ビッグブックがガリ版刷り

だった頃、サービス機構の発達、ＪＳＯの歴史などである。だから３０

年〜４０年近く前の出来事を知る「ＡＡの語り部たち」、黎明期の中

で他のアルコホーリクを手助けしようと必死になりながら、自らもソブ

ラエティを達成してきた先人たちだからこそ語れる経験や出来事を

分かち合って頂き、その場で書記と録音を取り、アーカイブとして残

す事を目的としたスピーカーズミーティング兼懇談会をイベントの主

旨にした。そしてこの貴重なイベントを有料化した。なぜなら予算措

置額ゼロ円の評議会勧告決議執行なので有料化しか方法がなかっ

たからだ。 

関東圏に限らずオールドタイマーを招待するので彼らの交通費も

負担する必要もあった。こうして４人の委員は常任理事のリーダーシ

ップの許、メールのやりとりで、それぞれ自ら率先してプランを提出

して形にし合い、意見が出そろったところでチラシの形にまとめて送

付、それを元に全員の役割とタイムスケジュールも組んだ。こうしてイ

ベントのタイトルは「ＪＳＯ３０周年記念企画〜オールドタイマー懇談

会〜」となった。 

イベントは午前１０時から始まり途中少しの休憩を入れて午後４時

までの開催とした。七地域全てからとはいかなかったが、関西・中部

北陸・関東甲信越から集まった七人のオールドタイマーの方々は体

の不調や予定があるにも関わらず集まってくれた。 

そして彼ら全員の話はとても感動的だった。一人一人が、きちんと

「かつて（当時）どうであったか？ （当時）何が起こったか？そして今

どうであるか？」を明確に３０〜４０年前のとても大変な想いを話して

くれた。しかもそこに苦労はあっても、彼らからは与えられた喜びが

感じられた。神から与えられたものだと言う人もいた。今のようにセン

トラルオフィスもない、ＪＳＯもない、ビッグブックや１２ステップも一部

がガリ版だけという状況の中で、彼らの中には自分がソブラエティで

ありたいと思うと同時にこれを他の人にも伝えたいと日本中を巡った

人もいた。ＪＳＯ設立に、あるいはゼネラルサービス機構作りに全力

を注いだ人もいた。私は一人一人の話が終わるとスタンディングオ

ベーションをしたいくらいに感動し万感の想いで拍手をしていた。彼

らから、とても霊的なものに触れた気がしていた。今回のイベントは、

霊的成長とは何かを感じることができるとても貴重な集まりだった。こ

のような事を継続していきたいという担当常任理事の発言にも大賛

成だ。 

招待スピーカー７名、参加者４０名で参加費として３，０００円を頂

いたにもかかわらず会場献金は、３３,１４３円もの額であった。スピー

カーの方の中には交通費の受け取りを拒んだ方もいらしたそうだ。

それでも後日の収支はトータルで３１，８７２円の赤字となった。      

尚、特筆すべきは、休日出勤であるにもかかわらず、笑顔で私た

ち企画委員会では手が回らなかった受付含めた事々を粛々とこな

して下さったＪＳＯの方々の働きである。この場をお借りして深く感謝

を申し上げたい。 

イベントの最後はソーバー・カウントダウンを行い、サプライズド・プ

レゼントとして、七人のオールドタイマーの方々にメッセージを書き

込んでもらったビッグブックを一番若いソーバーのＡＡメンバーにプ

レゼントするという事を行なった。獲得したのはソーバー４ヶ月のＡＡ

メンバーだった。 

ＡＡは温故知新の場であり、オールドタイマーの方々の篤い想い

が目の前で“Pass it on”される様は素晴らしいもので、私たちの原点

を行動で示されたようだった。参加者全員が同じ思いだったのだろ

う、会場は割れんばかりの大きな拍手に包まれた。 

私は片付けを終わり帰路に着きながら、願わくば、これを機会に

日本もいつの日か「ＡＡ〜日本の歴史〜」に関する本が出せたらな

あと感じた。 

オールドタイマーの皆様、本当にありがとうございました。 

 

■ 評議会事務局より 
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第１８回評議会の会場が新しくなります 

評議会事務局（ＪＳＯ） 新井 
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日時：２０１３年２月９（土）～１１日（月・祝） 
場所：幕張セミナーハウス３階 
２０１１年９月、川崎グランドホテルから２０１２年２月末に営業を終

了するお知らせが届きました。川崎グランドホテルは２００４年２月か

ら評議会の会場として利用しているお馴染みのホテルです。幸い第

１７回も当ホテルで開催することができましたが、第１８回以降の場所

を探すことになり、その結果、京葉線/新習志野駅から徒歩２分の幕

張セミナーハウスで開催するとして、第１７回評議会議題１-３の勧告

をいただきました。 
幕 張 セ ミ ナ ー ハ ウ ス

は、評議会の会場として

３代目。末永くお付き合

いくださるようお願い申し

上げます。（第１～８回：

ホテルＢ&Ｇ、第９～１７

回：川崎グランドホテル） 
 

評議会会場の選定にあたっては、まずは関東地方。これは評議

会出席者の半数以上が関東在住なので、これによって交通費を安

く済みます。次に、宿泊や会議室等の設備が揃っていること。これら

の条件で、川崎グランドホテルの紹介や評議員や常任理事からも情

報をいただき、ピックアップできた場所は約５０ケ所になりました。し

かし、『川崎グランドホテルと同等のサービスを安価に』を条件に加

えると、わずか５ケ所になってしまいました。今までいかに安く利用さ

せていただいていたのか、川崎グランドホテルには改めて感謝を申

し上げました。 



4 
この５ケ所から幕張セミナーハウスを評議会に諮った理由は、出

席者が会議に集中できる環境が整っていることでした。事務局から

見ても、少し会議が延びても追加料金なく利用できる、コピー機が

壊れても代替がある、２４時間ルームが準備できる等々、安心して裏

方に徹することが出来そうな環境も整っていました。 
また、利用する会議室はホテル担当者の配慮により３階フロアに

まとめていただくことができました。その付加価値として、全体会議

に使う大ホールはとても大きな部屋になりました。例えて申しますと、

聴講席を１００席準備できるほどです。 
アメリカ/カナダの評議会は関係者以外の立入りを禁止していま

すが、日本では全体サービスをより多くのメンバーに知っていただ

こうという思いから、過去も現在も聴講を希望される方の席を約１０

席程度用意しております。今回は（実際に準備するしないは別にし

て）この１０倍です。ＡＡメンバーの皆さん、この機会に１度ご覧にな

ってみてはいかがでしょう。 
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『回復の物語 vol.３』と『ホームグループ』を 

ご紹介します。 

B 類常任理事出版担当 前田 
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回復の物語シリーズは、アメリカ／カナダの英語版ビッグブ

ック（『アルコホーリクス・アノニマス』の愛称）の後半に収

録されている個人の物語 41 編を日本語に翻訳し、分冊で出版

している冊子です。 
 私はこれまで、さまざまな場所に出かけてオールドタイマー

の話を聴いてきましたが、この冊子からも同じ感動をもらうこ

とができます。この数か月、みなさんのグループにこの冊子の

ニューズレターをお届けしてあります。メンバーによる感想文

も掲載されているので、お読みいただけたらと思います。 
 回復の物語シリーズは、今後も１年に１冊ずつ発行していく

予定です。分冊で発行している理由はいくつかあります。まず、

41 編をまとめて１冊にすると、かなりのボリュームになってし

まい、そうすると価格設定も高くなるため、メンバーのみなさ

んに気軽に購入していただけないだろうということ。次に、41
編すべての文章を、読み物として仕上げるには時間がかかるた

め、１冊にまとめて出版するとなると、だいぶ後になってしま

うことから、できるだけ早くみなさんのお手元に届けたいとい

うことで分冊になりました。 
翻訳は簡単な作業のように見えますが、実際には、さまざま

なプロセスを経て、また人材も必要な作業です。英文を翻訳し

たのち、他の人がもう一度、誤訳がないかどうか原文と照らし

合わせてチェックします。そのあと、読みやすい日本語に校正

していきます。AA の書籍はいずれも、ビッグブックの日本語

（漢字や用語など）に合わせているため、その整合性も確認し

ます。しかし、そのような作業を行うのに、バランスのとれた

ソブラエティを保ちながら、英語・日本語に堪能なメンバーは

そう多くはなく、常に人手不足の状態です。 
 
 
 
 

AA 書籍の出版方針などは、常任理事会出版委員会が扱い、

現場の作業は、出版ワーキング・グループ（出版の技術や知識

がある AA メンバー数名）と、JSO 出版担当１名だけで行って

いるのです。すばらしい書籍は、１日でも早くみなさんが活用

できるようにしたいのですが、マンパワーという物理的な問題

を抱えている状態です。 
 １月末に発行を予定している『ホームグループ』も、発行を

望む声が多い書籍です。この冊子は、アメリカ／カナダの月刊

誌『グレープバイン』に掲載された記事の中から、ホームグル

ープやサービス、伝統について書かれたものを厳選し、精選集

としてまとめられたものです。 
 さて、新刊『ホームグループ』についてですが、この原稿を

書く際、一足先に原稿を読ませていただきました。ホームグル

ープとは――私なりに理解してきたつもりでしたが、やはり日

本の AA より歴史の長い国の経験を知ることで、ホームグルー

プの重要性を再認識し、そして新たな発見がありました。この

冊子によって、日本の AA に新しい息吹がもたらされることを

期待しています。グループで購入して輪読したり、バースデー

者からニューカマーにプレゼントしたり、グループを活性化す

る方法を考えると、わくわくしますね。 
 これからも、情報の宝庫である書籍を活用してください。

よろしくお願いします。 

書籍のご案内 
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○ ２０１３年 2 月 1 日より値下げ 

高齢のメンバーの体験談 

『今こそ充実した生き方を』 

 

３８０円 ← ５００円  

AA グループの機能について 

『AA グループ』 

 

３８０円 ← ５００円 

広報資料 

『保健医療関係者のみなさまへ』 

 

７０円 ← １００円 

 

○ 新刊 

『回復の物語 vol.３』 

10 月発行／３００円 

 

 
 

『ホームグループ』 

1 月末発行予定／６３０円 

 

※ご注文は各セントラルオフィスまたはＪＳＯへ 
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